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SSH　通信
科学技術の発展を担う高い志を持った「人財」の育成を目指す

   つるなんSSH通信 第６号（平成２５年５月）

　　　　　　　　　　　新任のご挨拶　　　　
                               　　　　　　鶴岡南高等学校長　柴田曜子
 この春、田中校長の後を引き継いで校長として赴任しました。専門は英語ですから、科学とは無縁のように見えるかもしれ
ませんが、実は頭は理系だと自分では信じています。中学高校を通して、どちらかと言うと理系科目の方が好きでした。特に
数学の方程式と証明問題、化学式が好きでした。理由は暗記が嫌いで、数学や化学の式は自分で考えて答えが出せるからで
す。曖昧なものが嫌いで理詰めで考えられる世界が好きでした。
　何年生だったか覚えていませんが、中学の数学の時間の先生の言葉で大げさに言えば人生観が変わる経験をしました。図形
の問題で、円錐や円柱等を様々な方向から見たときに見える形を先生が質問し説明しながら、「このように立体は見る方向に
よって形が違う。どこから見るかで違ってくる。世の中の物事も同じだな」と話してくださいました。その言葉に衝撃を受け
ました。「世の中の物事は見方で変わるのか、ということは自分がどこから見るかで変わり、自分次第ということなのだ」
と、まるで何か貴重な真理を発見したかのように興奮したのを覚えています。高校に入って初めて元素と化学式について学ん
だとき、「世の中の全ての物は元素記号と化学式で表せるのだ」と感動し友人に話しましたが、自分の感動と興奮をあまり理
解してもらえませんでした。
　大学に入り一番おもしろかったのが教養の英語でした。チョムスキーという言語学者の生成変形文法を研究していた先生
が、英語の文をまるで方程式のように説明してくれたのです。文法＝方程式と理解したら言葉が面白くなりました。それまで
大嫌いだった辞書を引くことも苦にならなくなり、「疑問に感じたことを調べて知る」ことの面白さにはまりました。
ＳＳＨで取り組んでいる「探究的な学び」は学びの本質を示していると思います。学ぶという事は本来探究的なのだと思

います。発見や疑問を一つ一つ自分で調べ、確かめて知っていくこと。そういう学びをＳＳＨの取り組みを通して身につけて
欲しいと思いますし、さらにそれを発表できる力も身につけて欲しいと思います。いよいよＳＳＨの２年目が始まりました。
今から皆さんがどんな発表をしてくれるのか楽しみにしています。

　　　　　　　　　　             平成２５年度　SSHの主な計画

    ＊鶴南ゼミ ＜全校生徒＞　～鶴南ゼミ(基礎),鶴南ゼミ(SS探究/HS探究),鶴南ゼミ(発展)

　＊アカデミックインターンシップ＜１学年＞
　　　　　　　　　　～医療・地域の特徴的な産業・農業等での体験的インターンシップ
　＊TNP＜TNP第２期生＞　～鶴岡発ノーベル賞級博士育成プロジェクト～
    ＊鶴翔アカデメイア＜１,２学年＞～大学との連携による講師を招聘しての体験講義・実習
　＊国際交流事業＜２学年＞　
　　　　　　　　　　～台湾への海外進路研修での台北市立建国高級中学との交流
　＊情報・科学リテラシー講演会＜１学年＞　～情報技術を防災に生かす基礎力の育成
　＊理数セミナー＜２年理数科、１年理数科進学予定者＞
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１日本科学未来館
○地球環境などの身近なことから最新のテクノ
ロジーまで様々な科学技術を、見て聞いて触
れて、実際に体験することができました。中
に入って、世界初の大型地球ディスプレイに
驚きました。それは青く美しく、実際に宇宙
から地球を見たらどんなに感動するだろうと
思いました。環境についての展示では、環境
問題に地球の循環システムという観点からせ
まり、詳しく説明されていました。今、全て
の生物の活動を支えている循環という仕組み
は崩れ始めています。それに対して科学の役
割、また私たち一人ひとりの役割はより重要
なものになっていくのではないかと感じまし
た。多くの展示の中で、最も興味を持ったも
のは「ぼくとみんなそしてきみ」という大型
絵本です。タッチすることで音声と映像で人
間の性質についての説明が流れます。他者と
の共感や協力行動についての説明には、とて
も引きつけられました。自分と他者が築く関
係が未来をつくりだしていくのだと感じ、こ
れからの人との関わりを大切にしていきたい
と思いました。未来館でさまざまなことを学
べたので、本当に良かったです。

○１階から５階にかけて吹き抜けから見渡せる
様に展示されていた有機ELパネルを使った地
球ディスプレイが印象深かった。それは時間
によって回転しており、様々な角度から地球
を見渡すことができた。また、地球観測デー
タにアクセスできる端末で見た、未来の地球
の平均気温予想についてのデータに地球の未
来について考えさせられた。ほかにも医療や
数学など、あらゆる科学的な分野についての
先端技術が展示されており、興味のある分野
を探したり、理解を深めるのに多いに役に立
った。時間があればもっとゆっくり見たかっ
た。

２東京大学

  ①キャンパスツアー

　現役の東大生に東大駒場キャンパスを案内
してもらいました。近代的に設備の整った図
書館がある一方で、伝統を感じさせる大人数
が講義を受けられる講堂もありました。大学
での生活や、大学受験についての勉強法など
の話はとてもためになりました。「勉強が楽
しくなるのを待っていても楽しくはならな
い。自分で楽しくするしかない。」という東
大生の言葉は印象的でした。

②先端研リサーチツアー
○文理融合した研究、新たな視点に立った研
究ができるというのが魅力的でした。実際に
研究されているテーマにふれてみて、身の回
りにある情報や技術は、地道な研究によって
私たちの生活に生かされているのだと感じま
した。講義にあった、「主体的に考え、学ぶ
ことが大切」という言葉を実践していきた
い。

○「燃料電池とリチウム電池」の講義は、つ
い先日に化学の授業で習った電池と電気分解
の範囲が基礎、原理になりそこからさらに応
用されているのだと感動しました。また、高
校生でも理解できるようなものを応用してこ
の現代の技術が作られていることに対して驚
き素晴らしいことだと思いました。

３筑波宇宙センター(JAXA)

　まず、その規模の大きさに驚かされた。原
寸大のロケットの模型、宇宙服、宇宙ステー
ションの内部を再現したものなど、宇宙開発
の様子を体感できたのがよかったです。ま
た、宇宙開発に使われる予算の話では、私の
想像以上の金額であり、宇宙開発の規模大き
さを知るとともに、日本の宇宙開発への意欲
の高さがうかがえました。

４卒業生との交流

　鶴南の卒業生から、受験勉強のやり方や、
各学部についての解説や大学卒業後の進路選
択などについて、話を伺い、将来についてき
ちんと考えて進路を決めなければならないの
だと感じました。どこの大学に行きたいかだ
けではなく大学を出てからどうしたいのかも
視野に入れて大学や学部を選ばなければなら
ないのだと感じました。進路について見直す
いい機会になったと思います。

　今年の３月に２、３年の理数科の生徒が理数セミナーに参加しました。研修を通して理系分野の視野を広げ、し
っかりとした考え方のもと、自分の進路をみつめる態度を養うことを目的とし実施されています。それぞれ最先端
の科学に触れ多くの事を学んできました。セミナーに参加した生徒によるレポートです。 　　　　　　　　　　　　

　昨年の宮城研修に続き３学年の理数科は２泊３日の行程で、日本科学未来館見学、東京大学での先端研リサーチ
ツアーおよび東大生との交流をし、筑波宇宙センターでの研修を行いました。

理数セミナーⅡ
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１被災地研修

　

　○閖上（ゆりあげ）中学校に行き、被災者が
当時書き残したものを見たり、日和山に登っ
て周り一面何もないところをみると鳥肌が立
ち、自分が何もしてこれなかったことの小さ
さを感じた。また、もっと早くに被災地に来
るべきだと思った。

　○テレビで見た風景はただなんとなく「あ
あ、ひどいな・・・」という感じだった
が、実際に訪れてみると他人事にはできな
いような悲しさやさみしさがはっきりと伝
わってきた。画面では決して見れない平ら
な風景の奥の奥。普通に家が建っていたな
らあんなに海が近いとも思わなかったと思
う。震災が起きて二年。なにも復興する気
配がないところもあるのだと思った。一度
来て本当によかった。　
　○宮城大学の先生曰く「復旧が進まないの
は技術的な面というより人々の思いの違い
によって話がうまく進まないからだ」この
話を聞いてただ早く復旧すればいいという
だけでなく、人々の思いや願いもきちんと

聞き入れられてほしいと思った。

２宮城大学　被災に関連する講話

○地震と食生活というのは今まで結びつくとは
思いもしなかった。そのことについて気付か
せてくれた宮城大学の先生には感謝したいと
思う。私は食育という分野で震災に携わる宮
城大学を素晴らしいと思った。ぜひ最後に紹
介された本も読んでみようと思う。

２東北大学

①工学部
　○東北大学は本当に広かった。高校と大学　
のスケールの違いを感じさせられた。大学
での研究は思っていた以上に高度で膨大な
お金がかかっていた。大学教授は企業に勤
めるよりも自分のやりたい研究ができると
聞いたので、大学教授になって自分のやり
たい研究がしたいと思った。

　○東北大学の工学部は学食も敷地全体も広
くてきれいで大学とはとても思えません
でした。工学部は東北大学の中でも最も
規模の大きい学部で様々な学科があり、
それらの学科の研究内容はとても興味深
かったです。

②生命科学研究所
　○教授の先生はとても面白い方でお話に引
き込まれて行きました。初めにやったバ
ナナのDNAを採取する実験では「本当に
DNAがとれるのか？」と疑問に思いなが
らも楽しく実験することができ、バナナ
のDNAも採取できました。これをのばす
と１ｍにもなるのかと今でも不思議に思
いますが、DNAを初めて目の当たりにで
きたこの経験は一生忘れないと思います。
そして渡辺先生のお話ではいかに自分が
植物を知らないのかを思い知りました。
植物が咲く時期、花の名前、受精、成長
自分の身近にあるものなのに知らないと
いうことはとても悲しいことだなと思い
ました。これを機にもう一度植物を見直
してみようと思います。

③医学部

　○傷は適度に乾かすのがいいだろうと思っ
ていましたが、乾かすと傷の治りが遅く
なることや、泥で外傷性のいれずみになる
こと等、初めて分かったことがあり、と
ても驚きました。医者という職業のメリ
ットは命を助けられることだと思ってい
ましたが、それだけでなく感謝してもらう
こともでき、そして人に感謝されて生きて
いけるということが分かって、医者の良
い点を改めて確認しました。でも「うま
くいって当たり前」のようによく考えると
精神的にも大変なところがあるのがわか
りました。
　○今回の研修をして、医学も面白いものだ
と思えるようになった。特に医学研究が
気になった。人体の謎はまだ数多くあ
り、新しい発見ができるというのはとて
も魅力的である。脳科学で人の錯覚につ
いてのところでは人は案外正確に物事をと
らえていないと体験できた。また脳が身
体の感覚のイメージを作り出していること
にも驚いた。自分が見たり感じている世
界は全く正確ではなく、脳が作った想像
の部分も大きいと考えてみると自分がい
る世界が不思議に思えた。人間があいま
いな部分を自分で想像して判断する能力
が発達してきたのは、人間が人間たる由
縁なのだろうか。今回の講義はとても興
味深いもので「なぜ？」という探究心が
くすぐられるよいものだった。

　　　　　　　　　　宮城大学の協力のもと、震災復興に関する事を学びました。そして２日目は、東北大学の協
力のもと、工学部、生命科学研究科、医学部、金属材料研究所と幅広い分野に渡り実習や講義、研究室見学をしな
がら最先端の研究施設でどのようなことが行われているかを学んできました。

理数セミナーⅠ
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　慶應義塾大学先端生命科学研究所・特別研究生入学式

今年から特別研究生になった1年の奥村祐介です。慶應義塾大学先端生命科学研究所は世界的にも最先端の研究設
備が整った研究所だと聞いています。そのような場所で研究できる機会をもつことができ、嬉しく思います。せっか
くのチャンスを生かし、自分の将来につながり、そして、地元に貢献できる研究をしたいと思います。とりあえず
は、来年の鶴岡バイオサミットでいい成績を残すことを第一の目標にしたいです。 （１年　奥村祐介）

平成２５年度「特別研究生」抱負
本校から新たに選ばれた１年生２名に抱負を述べてもらいました。

平成２５年度特別研究生入学式が、４月２５日に鶴岡メタボロームキャ
ンパスレクチャホールで行われました。本校からは昨年に引き続き６名に
加え新規採用の２名が入学式に臨みました。

～TNP鶴岡発ノーベル賞級育成プロジェクト～

２０１３年４月２７日付荘内日報より

特別研究生になることができ、うれしい思いでいっぱいです。私はそこで生物の細胞の研究をしたいと考えていま
す。知りたいことや、調べてみたいことがたくさんあるので楽しみです。
また、一人の大人として見られているので自己責任が求められます。これから生きていく上で大切なことを学ばせ

て頂ける機会なので、人としても成長していきたいです。私は将来、研究者になりたいので、このチャンスを将来に
つなげたいです。（１年　大戸麻矢）

 安達景都さん(３年)が代表で挨拶しました

TNP第一期生で慶應大学１年南葉一輝君ら本校卒業生も
湘南藤沢キャンパスからネット通信で激励してくれました


